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働 く 喜 び と 社 会 参 加
　

シルバー人材センター会員は、健康と生きがいのため幅広く活動しています。

可睡ゆりの園（かすいゆりのその）、袋井市の古刹「可睡斎」に隣接し、
3万坪の敷地に百種類以上の百合やアジサイの花が一面に咲きみだれている。

袋井事務所
袋井市久能1287番地の1
TEL(0538)43-1314
FAX(0538)43-7133

浅羽支所
袋井市浅名1028番地
TEL(0538)23-7090
FAX(0538)23-9528

森町事務所
周智郡森町森92番地の1
TEL(0538)85-4309
FAX(0538)85-1308
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令和 4 年 8 月 1 日　いきがい「第 32 号」

を
充
足
し
総
会
は
成
立
す
る
」
と
の
報
告
後
、
議
事

録
署
名
人
を
選
出
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

　
　
　
　
　
　
　

承
認
に
つ
い
て

　

※
決
算
に
つ
い
て
は
監
事
か
ら
監
査
報
告
あ
り
。

　

第
２
号
議
案　

理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　

第
３
号
議
案　

監
事
の
選
任
に
つ
い
て

　

以
上
３
議
案
に
つ
い
て
、
各
議
案
を
事
務
局
よ
り

説
明
し
、
議
案
審
議
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
令
和
４
年

度
予
算
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
詳
細
説
明
が
あ
り

定
時
総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
（
金
）
袋
井
市
月
見
の
里
学
遊
館
「
う

さ
ぎ
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
公
益
社
団
法
人 

袋
井
・

森
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
25
回
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

倉
島
副
理
事
長
の
開
会
宣
言
に
続
き
、
永
田
理
事

長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、
来
賓
の
方
々
を
代
表
し
て
大
場
規

之
袋
井
市
長
、
太
田
康
雄
森
町
長
、
小
山
展
弘
衆
議

院
議
員
、
宮
澤
博
行
衆
議
院
議
員
か
ら
定
時
総
会
の

お
祝
い
と
日
頃
か
ら
の
会
員
の
努
力
に
対
し
、
感
謝

と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
戸
塚

哲
夫
袋
井
市
議
会
議
長
、
中
根
幸
男
森
町
議
会
議

長
、
榛
葉
賀
津
也
参
議
院
議
員
代
理
、
渡
瀬
典
幸
静

岡
県
議
会
議
員
、
伊
藤
和
子
静
岡
県
議
会
議
員
の
ご

臨
席
い
た
だ
い
た
皆
様
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
10
年
以
上
在

籍
し
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
22
名
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
、
３
名
の
方
に
永

田
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
総
会
に
入
り
、
永
田
理
事
長
が
定
款
に
よ

り
議
長
と
な
り
、
議
事
進
行
を
行
い
ま
し
た
。
資
格

審
査
確
認
で
は
、
事
務
局
よ
り
「
議
決
権
を
有
す
る

会
員
４
５
３
人
の
内
３
９
０
人
（
書
面
表
決
・
委
任

状
３
０
１
人
を
含
む
）
の
出
席
者
に
よ
り
、
定
足
数

　

会
員
表
彰
者
に
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

○
会
員
表
彰

　

セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
継
続
10
年
以
上
在
籍

し
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
業
績
顕

著
な
会
員
。

　

（
被
表
彰
者
22
名
の
皆
さ
ん　
　

敬
称
略
）

　

相
羽　

豊
子
（
森
町
）　

安
間　

信
治
（
浅
羽
）

　

池
田　

英
朗
（
森
町
）　

市
川　

滋
子
（
森
町
）

　

伊
藤　

信
男
（
森
町
）　

伊
藤　
　

衛
（
袋
井
）

　

今
井　
　

勝
（
袋
井
）　

岩
田
由
美
子
（
浅
羽
）

　

岡
本
キ
ヨ
子
（
浅
羽
）　

小
原　

光
久
（
袋
井
）

　

木
下　

照
夫
（
浅
羽
）　

鈴
木　
　

厚
（
袋
井
）

　

鈴
木　

建
二
（
袋
井
）　

鈴
木　

伸
子
（
森
町
）

　

髙
橋　

裕
久
（
浅
羽
）　

竹
内　

勝
代
（
袋
井
）

　

田
邉　

平
一
（
袋
井
）　

戸
塚　

明
友
（
袋
井
）

　

永
田　

幸
二
（
袋
井
）　

松
月　

寛
太
（
袋
井
）

　

松
本
登
美
子
（
袋
井
）　

両
角
美
佐
子
（
森
町
）

表
彰
者
の
皆
さ
ん

　
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人　

袋
井
・
森
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

第
25
回　

定
時
総
会



―　2　―

令和 4年 8月 1日　いきがい「第 32号」

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
ま
さ
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
団
塊
の
世
代

も
後
期
高
齢
者
に
な
る
今
日
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
平
均
年
齢
も
７
４.

７
歳
と
昨
年
か
ら
０.

４
歳
高

く
な
り
、
後
期
高
齢
者
に
手
が
届
く
ま
で
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

私
は
、
以
前
に
も
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
後

期
高
齢
者
の
「
後
期
」
の
２
文
字
は
「
光
輝
」
光
り
輝
く
と

替
え
て
読
み
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
若
々
し
く
生
涯
現
役
を

目
標
に
光
り
輝
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
、
袋
井
市
の
市
政
基
本
方
針
「
人
も
自
然
も

美
し
く
、
活
力
あ
ふ
れ
る
、
日
本
一
健
康
文
化
都
市
」
と
森

町
の
町
政
基
本
方
針
「
み
ん
な　

な
っ
か
で　

ぬ
く
と
い
ま

ち
（
健
康
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
）
」
の
一
役
を
担
う
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
高
齢
者
が
元
気
で
働

け
ば
、
介
護
保
険
料
の
減
額
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
な

ど
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
こ
の
た
め
に
も
働
き
た
い
と
願
う
高
齢
者
の

就
業
率
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
担
い
手

で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
む
け
ら
れ
る
地
域
社
会

の
期
待
は
、
益
々
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
と
い
う
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
共
通
理
念
の
も
と
「
会
員
の
確
保
と

増
強
対
策
」
、
「
就
業
機
会
の
確
保
と
拡
大
」
、
「
安
全
・

適
正
就
業
の
徹
底
」
を
重
点
施
策
に
掲
げ
、
女
性
会
員
の
拡

大
を
実
践
す
る
中
で
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
「
人
生
１
０
０
歳
時
代
の
到
来
」
を
見
据

え
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
会

員
の
皆
様
と
と
も
に
一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
現
在
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
会
員
の
中
で
、

１
０
４
歳
を
筆
頭
に
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
が
、
９
名
楽
し

く
働
い
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
人
た
ち
を
目
標
に
し
て
、
毎
日
を
頑
張
っ

て
楽
し
く
働
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
も
国
・
県
を
は
じ
め
市
・
町
の
関
係
機
関
皆
さ
ま
の

熱
意
あ
ふ
れ
る
ご
指
導
、
ま
た
、
仕
事
を
い
た
だ
い
た
事
業

所
、
市
民
、
公
共
団
体
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
、
そ
れ
に

応
え
て
就
業
に
励
ま
れ
た
会
員
皆
さ
ま
の
絶
え
間
な
い
努
力

の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
は
、
会
員
数
が
２
８
０
名
余
、
契
約
金
に
つ
い

て
は
１
億
１
千
万
円
余
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
ピ
ー

ク
時
の
平
成
15
年
度
に
は
会
員
数
は
５
３
０
人
余
、
契
約
金

額
に
お
い
て
は
平
成
17
年
度
の
３
億
２
千
万
円
余
と
目
覚
ま

し
い
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
年
、
定
年
制

度
の
撤
廃
や
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
の
会
員
数
は
４
６
０
人
余
と

ピ
ー
ク
時
か
ら
年
々
減
少
し
、
ま
た
、
契
約
金
額
も
長
引
く

景
気
の
後
退
や
令
和
２
年
か
ら
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
事
業
の
就
業
機
会

の
減
少
等
か
ら
、
２
億
８
千
万
円
余
と
減
額
し
て
お
り
、
厳

し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
全
国
的
に
も
会
員
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で

は
、
現
在
70
万
余
の
会
員
数
を
１
０
０
万
人
に
戻
す
事
を
目

標
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
静
岡
県
で
も
増
強
に

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
前
年
度
は

県
内
34
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
内
、
会
員
数
が
増

加
し
た
の
は
９
セ
ン
タ
ー
で
、
当
セ
ン
タ
ー
は
と
い
い
ま
す

と
会
員
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
の
ご
努
力
に
よ
り
３
番
目
の

増
加
人
数
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
消
費
税
）
の
導
入
な
ど
、
現

状
は
更
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
静
岡
県
議
会
で
は
、
県
シ
ル
バ
ー
連
合
会

の
要
望
に
よ
り
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
る
と

聞
い
て
お
り
、
こ
の
ご
支
援
に
心
強
く
思
う
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

加
え
ま
し
て
、
国
会
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
で
き
れ
ば
こ

れ
を
撤
廃
す
る
よ
う
ご
尽
力
い
た
だ
く
よ
う
節
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
70
万
余
の
会
員
の
願
い

　

第
25
回
定
時
総
会
に
多
く
の

会
員
の
皆
さ
ん
に
、
ご
出
席
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
の
総
会
に
ご
臨

席
を
賜
り
ま
し
た
来
賓
の
皆
様

に
は
、
公
務
ご
多
忙
の
中
、
ご
臨
席
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
会
員
表
彰
で
は
、
会
員
と
し
て
継
続
10
年
以
上
在

籍
し
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
業
績
が
顕
著

な
方
々
22
名
の
皆
様
に
、
感
謝
と
お
礼
の
意
味
を
こ
め
ま
し

て
、
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昔
か
ら
10
年
ひ
と
昔

と
申
し
ま
す
が
、
私
た
ち
の
よ
う
に
高
齢
者
に
な
る
と
、
こ

の
10
年
が
、
非
常
に
長
い
年
数
で
貴
重
な
時
間
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
続
け
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
、
シ
ル
バ
ー
事
業

の
振
興
と
発
展
に
寄
与
し
て
戴
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
30

周
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
記
念
式
典

は
、
残
念
で
し
た
が
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
30
年
を
少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
連
合

制
度
の
創
設
や
派
遣
事
業
の
実
施
が
可
能
に
な
る
な
ど
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、

ま
た
、
医
療
の
進
展
や
生
活
環
境
の
改
善
に
よ
り
、
活
発
な

高
齢
者
を
多
く
目
に
し
て
お
り
、
地
域
社
会
に
お
い
て
よ
り

重
要
な
役
割
、
存
在
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
県
下
初
の
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
袋
井
市
、
森
町
、
浅
羽
町
の

１
市
２
町
に
よ
り
、
平
成
３
年
７
月
に
設
立
さ
れ
、
２
度
の

組
織
改
編
を
得
て
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

理
事
長
あ
い
さ
つ
　
理
事
長  

永
田
　
進
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袋
井
警
察
署
生
活
安
全
課
の
お
二
人
に
よ
る
、

「
特
殊
詐
欺
の
手
口
と
防
止
法
」
に
つ
い
て
の
講
演

①　

被
害
者
の
家
族
や
弁
護
士
等
に
な
り
す
ま
し
、

　
　

示
談
金
の
請
求
を
す
る

②　

利
用
し
た
覚
え
が
あ
り
そ
う
で
な
い
サ
ー
ビ
ス

　
　

の
利
用
料
金
の
請
求
を
す
る

③　

公
共
機
関
を
装
い
未
払
い
分
の
振
込
の
確
認
と

　
　

偽
り
振
込
さ
せ
る

④　

値
上
が
り
す
る
と
称
し
、
価
値
の
な
い
社
債
や

　
　
未
公
開
株
を
買
わ
せ
る

⑤　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
と
称
す
る
嘘
の
情
報
提
供

　
　

し
、
料
金
を
請
求
す
る
…
手
口

　

ま
ず
は
、
電
話
に
出
な
い
。

　
　

出
て
し
ま
っ
た
ら
、
警
察
に
通
報
‼　
　
　
　

　　

袋
井
警
察
署　

生
活
安
全
課　

土
井
警
部
補
、
芸

名
金
持
金
子
さ
ん
か
ら
「
生
き
馬
の
目
を
抜
く
よ
う

な
詐
欺
の
手
口
」
で
普
段
の
暮
ら
し
で
、
こ
ん
な
に

注
意
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
な
か
な
か
聞
け
な
い

話
で
会
員
の
皆
さ
ん
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
理
事
会
に
お
い
て
新
た
に
理
事

長
、
副
理
事
長
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
６
月
総
会
ま
で
の
任
期
と
な
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　

（
敬
称
略
）

理  

事  

長　
　

永
田　
　

進　

（
再
任　

袋
井
）

副
理
事
長　
　

倉
島　

健
司　

（
再
任　

森
町
）

監　
　

事　
　

伊
藤　

信
男　

（
再
任　

森
町
）

監　
　

事　
　

田
邉　

平
一　

（
再
任　

袋
井
）

理　
　

事　
　

荒
野
ち
や
子　

（
再
任　

袋
井
）

理　
　

事　
　

安
間
万
須
夫　

（
再
任　

浅
羽
）

理　
　

事　
　

川
﨑　

君
子　

（
再
任　

袋
井
）

理　
　

事　
　

小
泉　

欣
己　

（
新
任　

袋
井
）

理　
　

事　
　

佐
藤　

幸
雄　

（
再
任　

森
町
）

理　
　

事　
　

鈴
木　

伸
子　

（
再
任　

森
町
）

理　
　

事　
　

髙
柳　

健
司　

（
新
任　

袋
井
）

理　
　

事　
　

前
田　

一
弘　

（
再
任　

浅
羽
）

理　
　

事　
　

守
屋　
　

清　

（
再
任　

袋
井
）

理　
　

事　
　

鈴
木　

賢
和　

（
再
任　

袋
井
）

常
務
理
事　
　

寺
田　

志
郎　

（
再
任　

袋
井
）

「
特
殊
詐
欺
の
手
口
と
防
止
法
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
開
催
し
ま
し
た

新
役
員
の
紹
介
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お客さん会員さん

作業費：１,０００円
（９１０＋９０）
事務費：　　８０円
（７２＋８）

インボイス制度の導入について

現　在
請負費 :１,０８０円
 作業費 :１,０００円
（９１０＋９０）
 事務費：　　８０円

（72＋８）

配分金：１,０００円
（９１０＋９０）

作業費：１,０００円
（９１０＋９０）
事務費：　　８０円
（７２＋８）

不足額：　　９０円

導入後
請負費 :１,０８０円
 作業費 :１,０００円
（９１０＋９０）
 事務費：　　８０円

（72＋８）

税務署８円８円

税務署 98円98円
※配分金分の消費税が認められないので、９０円不足する。

配分金：１,０００円
（９１０＋９０）
※ 適格請求書発行事業者
　 でないため、消費税は
　 認められない

　

国
は
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
消
費

税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
消
費
税
の

負
担
に
つ
い
て
）
を
導
入
し
ま
す
。

　

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
請
負
契
約
に

基
づ
い
て
働
き
、
配
分
金
を
受
け

取
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
皆
さ
ん

は
個
人
事
業
主
と
な
り
ま
す
が
、
配

分
金
が
少
額
の
た
め
免
税
事
業
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
た
場
合
に
は
、
①
会
員
の
皆
さ
ん
が

課
税
事
業
者
と
な
る
か
、
②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
皆
さ
ん
へ
の

配
分
金
に
含
ま
れ
る
消
費
税
分
を
負
担
す
る
か
（
袋
井
・
森
地
域
で
は

約
２
，
４
０
０
万
円
）
、
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
配
分
金
の
平
均
は
月
４
〜
５
万
円
程
度
で
あ
る
こ
と
、
高

齢
者
が
必
要
な
手
続
き
を
行
う
こ
と
は
、
現
実
的
に
無
理
で
あ
り
、
②

を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
の
問
題
点
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
公
益
社
団
法

人
で
利
益
を
あ
げ
る
団
体
で
は
な
い
た
め
、
会
員
の
消
費
税
分
を
負
担

す
る
余
力
が
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
①
公
的
な
機
関
で
あ
り
、
②
高
齢
者
の
生
き
が
い
に

な
っ
て
お
り
、
③
通
院
や
投
薬
が
減
っ
て
い
る
人
も
い
る
…
と
い
う
こ

と
を
考
え
、
特
例
措
置
（
消
費
税
の
免
除
）
と
な
る
よ
う
に
国
へ
国
・

県
会
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
書
を
提
出
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

ど
ん
な
取
り
扱
い
に
な
る
か
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
現
状
報
告
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

令
和
５
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
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編 

集 

後 

記

必
要
な
資
格
や
条
件
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
袋
井

市
、
森
町
住
民
の
方
で
、

②
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

③
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理

念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
、
共

働
・
共
助
」
を
率
先
し
て
行
動

で
き
る
方

…
で
あ
れ
ば
、
男
女
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

〇 

入
会
い
た
だ
く
に
は

会
員
募
集

（
敬
称
略
）

　

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

定
時
総
会
に
は
会
員
の
皆
さ
ん

が
久
し
ぶ
り
の
ご
出
席
の
中
、表

彰
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
と
記

念
品
を
授
与
す
る
な
ど
、盛
況
な

中
で
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。記
事
も
満
載
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
今
年
度
も
お
盆
を
控
え
、

一
般
家
庭
や
企
業
か
ら
の
草
刈
り

及
び
庭
木
の
剪
定
等
の
申
し
込
み

が
殺
到
し
て
お
り
、お
客
様
が
ご

希
望
す
る
日
程
に
は
間
に
合
わ
な

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
の
夏
は
晴
れ
の
日

が
多
い
予
想
で
、
厳
し
い
暑
さ
も

続
く
と
思
い
ま
す
。
健
康
に
は
十

分
注
意
し
、暑
さ
に
負
け
な
い
よ

う
、頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
ヒ
ト
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
途
絶
え
が
ち

に
な
っ
て
い
ま
す
。会
員
の
皆
さ
ん

も
、
う
っ
く
つ
し
た
気
分
で
過
ご

し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。こ
ん
な
時
代
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る「
ひ
と
・

ま
ち
」を
育
む
一
助
と
な
る
よ
う
に
、

ま
た
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
明
る

い
気
持
ち
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い

う
思
い
で
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

編
集
委
員
一
同

（
敬
称
略
）

　

青
島
み
ち
子　

（
浅　

羽
）

　

福
井　
　

満　

（
浅　

羽
）

　

杉
山　

重
好　

（
浅　

名
）

　

牧
野　

考
義　

（
浅　

名
）

　

鈴
木　

秀
明　

（
浅　

岡
）

　

大
橋　

幸
枝　

（
浅
羽
一
色
）

　

千
田　

政
實　

（
西
同
笠
）

　

髙
塚　

郁
子　

（
中
新
田
）

○
森
町
事
務
所
（
7
名
）

　

刈
谷　

直
之　

（
睦　

実
）

　

安
藤　

よ
ね　

（
睦　

実
）

　

米
山　

茂
昭　

（
一　

宮
）

　

太
田　

隆
雄　

（　

森　

）

　

牧
野
く
に
子　

（
西　

俣
）

　

森
下
ま
す
み　

（
城　

下
）

　

宇
田　

勝
己　

（
三　

倉
）

退
会
会
員

（
令
和
4
年
1
月
1
日
〜
6
月
30
日
）

○
袋
井
事
務
所
（
32
名
）

　

松
本　

熊
雄　

（
村　

松
）

　

山
本
ひ
ろ
子　

（
村　

松
）

　

杉
山　

洋
子　

（
村　

松
）

　

天
野　

正
孝　

（
村　

松
）

　

名
倉　

正
代　

（
新　

池
）

　

西
尾　
　

守　

（
方　

丈
）

　

伴
野　

享
介　

（
方　

丈
）

　

窪
野　

清
美　

（
愛
野
南
）

　

丸
山
軍
二
郎　

（
愛　

野
）

　

平
出　

勝
久　

（
高　

尾
）

　

鈴
木　

正
章　

（
睦　

町
）

　

大
場　

道
子　

（
久　

能
）

　

鈴
木　

昭
子　

（
泉　

町
）

新
入
会
員
紹
介

（
令
和
4
年
1
月
1
日
〜
6
月
30
日
）

○
袋
井
事
務
所
（
26
名
）

　

諸
井　

正
一　

（
村　

松
）

　

鈴
木　
　

司　

（
村　

松
）

　

村
松
惠
美
子　

（
松
袋
井
）

　

長
谷
川　

清　

（
方　

丈
）

　

加
藤
き
よ
江　

（
愛
野
南
）

　

𠮷
﨑　

友
久　

（
愛
野
南
）

　

鮫
島　

俊
久　

（
豊　

沢
）

　

伊
藤　

秀
隆　

（
愛
野
南
）

　

西
尾　

賢
一　

（
栄　

町
）

　

鈴
木　

敦
子　

（
堀　

越
）

　

秋
山　

憲
一　

（
久　

能
）

　

石
黒　

鉄
二　

（
久　

能
）

　

髙
野　

友
美　

（
久　

能
）

　

鈴
木
え
み
子　

（
葵　

町
）

　

久
野　

清
美　

（
深　

見
）

　

青
田
マ
リ
子　

（
太　

田
）

　

山
城　

政
義　

（
木　

原
）

　

家
田　

時
子　

（
岡　

崎
）

　

村
松　

洋
二　

（
沖
山
梨
）

　

西
尾　

敏
之　

（
春　

岡
）

　

岡
崎　

紀
夫　

（
宇　

刈
）

　

冨
髙　

通
子　

（
高　

尾
）

　

中
嶋　

一
惠　

（
高　

尾
）

　

川
口　

君
子　

（
青
木
町
）

○
浅
羽
支
所
　
（
12
名
）

　

富
田　

信
行　

（
諸　

井
）

　

渡
辺　

嗣
洋　

（
諸　

井
）

　

川
端　

福
枝　

（
浅　

羽
）

　

髙
塚　

雅
之　

（
浅　

羽
）

　

鈴
木　
　

弘　

（
木　

原
）

　

鈴
木　

静
子　

（
土　

橋
）

　

竹
内　

安
彦　

（
土　

橋
）

　

登
立　
　

緑　

（
横　

井
）

　

池
野
太
基
次　

（
萱　

間
）

　

黒
田　

長
宏　

（
萱　

間
）

　

鈴
木　

正
道　

（
岡　

崎
）

　

遠
藤　
　

武　

（
上
山
梨
）

　

両
角　

英
夫　

（
上
山
梨
）

　

高
橋　

孝
治　

（
上
山
梨
）

　

浅
井　

育
男　

（
下
山
梨
）

　

品
田　

俊
幸　

（
下
山
梨
）

　

坂
本
ひ
ろ
子　

（
月
見
町
）

　

髙
柳
み
さ
を　

（
月
見
町
）

　

山
下　

泰
司　

（
高　

尾
）

　

宮
地　

公
雄　

（
宇　

刈
）

　

河
合　

伸
治　

（
小
川
町
）

　

秋
田　

重
男　

（
青
木
町
）

　

本
田　

武
男　

（
砂
本
町
）

○
浅
羽
支
所
　
（
15
名
）

　

久
保
田　

学　

（
諸　

井
）

　

赤
堀　
　

覚　

（
諸　

井
）

　

鈴
木
と
み
子　

（
諸　

井
）

　

川
井　

紀
夫　

（
浅　

羽
）

　

塩
原　

正
一　

（
浅　

羽
）

　

加
藤　

優
貴　

（
浅　

名
）

　

原
田
眞
由
美　

（
浅　

羽
）

　

山
本　

光
子　

（
梅　

山
）

　

磯
部　

陽
子　

（
浅　

岡
）

　

立
石　

良
明　

（
新　

堀
）

　

山
内　

速
雄　

（
梅　

山
）

　

原　
　

利
秋　

（
松　

原
）

　

原　
　

清
一　

（
松　

原
）

　

松
井　

勝
巳　

（
松　

原
）

　

松
本　

益
雄　

（　

湊　

）

○
森
町
事
務
所
（
10
名
）

　

衣
笠　

義
夫　

（
飯　

田
）

　

今
泉　

正
道　

（　

森　

）

　

村
松　

健
吉　

（　

森　

）

　

大
場　

元
巳　

（
円　

田
）

　

堀
内　

康
司　

（
草
ヶ
谷
）

　

花
嶋　

德
夫　

（
薄　

場
）

　

澤
井　

利
久　

（
中　

川
）

　

望
月　

博
志　

（
向
天
方
）

　

片
桐
と
み
子　

（
三　

倉
）

　訃
報
会
員

　

伊
藤　

秀
隆　

（
愛
野
南
）

　

鈴
木　

午
平　

（
春　

岡
）

　

吉
野　

静
雄　

（
草
ヶ
谷
）

　

鈴
木　

勝
美　

（
天　

宮
）

　

山
内　

金
一　

（
城　

下
）

　

久
保
田
孝
義　

（
諸　

井
）


